
                    

                 
 

 

【日本側コーディネーター及び拠点機関名】      

 

日本側拠点機関名 名古屋大学 

日本側コーディネーター所属・氏名 名古屋大学グリーンモビリティ連携研究センター・原口哲之理 

研究交流課題名 バイオ資源を活用したグリーンモビリティ材料研究拠点 

相手国及び拠点機関名 

 

タイ・チュラロンコン大学 

ベトナム・ハノイ工科大学 

 

研究交流計画の目標・概要 

［研究交流目標］
 

本事業では、本学の全学間協定校であるチュラロンコン大学（タイ）とハノイ工科大学（ベトナム）と連

携して、バイオ資源に立脚した“ものづくり”を実践するための学術基盤形成を目的とする。具体的には、

グリーンモビリティ連携研究センターが蓄積してきた最先端グリーンモビリティ工学に関わる英知と、チュ

ラロンコン大学、ハノイ工科大学で培われてきたバイオマス研究の融合による、グリーンモビリティ材料の

ためのバイオマス変換・利用技術の開発を目指す。共同研究、セミナー、研究者交流を軸とする３年間の研

究交流を通じ、①運営組織の体系化、②将来の共同研究を担う若手研究者の育成、③既存の専門分野の枠に

とらわれない、新規共同研究テーマの創出を目標とする。本事業推進にあたり、各大学を結ぶ拠点として、名

古屋大学グリーンモビリティ連携研究センターがその中核を担う。 

環境への負荷が少なく、安全かつ安心な交通手段及びシステム(以下「グリーンモビリティ」という) に

関するグリーンイノベーションは、世界規模の喫緊課題と言われている。低炭素社会の実現にむけ、従来の

モビリティ技術のあり方に大きな変化が要求されており、特に、温暖化ガス削減に直結するモビリティ燃費

の向上は不可欠である。このような背景の下、グリーンモビリティ連携研究センターでは、モビリティの電

動化、熱マネージメント、軽量化に関連する材料開発を精力的に行ってきた。 

初年度は、(1)バイオナノファイバーの新機能探索をチュラロンコン大学と、(2)バイオナノコンポジット

の構造材料応用に関する研究をハノイ工科大学と行う。次年度以降、電池、熱マネージメント等に関連す

る新規課題についての共同研究を実施する。 

［研究交流計画の概要］

 

  事業内容の枠組み、

共同研究課題の設定、

セミナーの計画等、全

ての意思決定の場とし

て、3大学のコーディネ

ーターと研究協力者に

よる、共同研究組織体

運営会議を設置する。

同運営会議が強いリー

ダーシップを発揮し、

本事業の研究交流の実

施に責任を持つ。本事

業における研究交流計

画を次に示す。 

 



                    

                
 

 

 

［実施体制概念図］ 

 

 




